
第 31回 埼玉手術室情報交換会 報告 
 

１． テーマ  ： 災害時、あなたの手術室大丈夫？   － 災害時の手術室について、共に考えよう －  

２． 日時   ： 令和 6年 6月 30日（日）13時～16時 30分  

３． 場所   ： ソニックシティビル４F 市民ホール第 2集会室（402）  

４． 講師   ： 川口市立医療センター 中島 誠 先生  

５． 対象者 ： クリニカルラダーⅢ・Ⅳ  

6. 講演内容  

約４０施設、参加者計 69名が参加し、講演の最初に、参加者の災害に対する意識についてアンケー行われた。 

参加者の多くは、近年災害が増加していることを自覚しており、災害対策への意識が高い傾向があった。 

講義では、予期していない出来事や目の前の危険に対して「自分なら大丈夫」「まさかそんな大災害なわけがない」と 

いう先入観や災害時、危険ではなく落ち着こうとする人間特性の“正常性バイアス”が働くことで、災害時に逃げ遅れな 

どの危険に巻き込まれる原因となりうるという話があった。また、危機管理においては、準備を含め、予測・予防・行動（対応）

が必要であり、過去の災害に関する情報や首都直下型地震を想定した埼玉県の人的被害の想定などデータに基づいた

講義があった。GW の発表の中で、阪神淡路震災を経験した参加者から、被災時の病院の状況や被災者でもあった自分

自身（看護師として）の体験が語られた。 生の声に触れ、災害対策の重要性を痛感することが出来き、学びの多い情報

交換会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 参加者  （総数 69名） 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

  

 
 

 
 

 

 

 

 



８．アンケート結果  （ 回答者 59名 ； 回答率85.5％ ） 

 

   
 

  

  
 

 

      



  
 

  
 

情報交換会にご意見ありましたらお聞かせください （12 件の回答 ） 

・ 災害時のアクションカードなど実践的な話も聞きたかった。 

・ ディスカッションの時間が少し短かった 

・ とても良い経験になりました。ありがとうございました。 

・ 自部署の災害対策を考える機会になりました。 

・ 他施設の方の意見がたくさん聴けてよい経験になりました。 

・ グループワークはファシリテーターが務めてくれるとスムーズで良いのではないかと思いました。 

・ 机の向きを変えた方がよかったです。 せめて、横向きにしていただきたかったです。 

・ スライド資料の配布ありがとうございました。 可能なら全ての資料をいただけるとありがたかったです 

・ 中島様、1グループの発表された方、貴重なお話しありがとうございました。大変勉強になりました。 

・ 看護師だけで、6年災害訓練をしていますが、コメディカルとかやる場合、その方への勉強内容はどんなものがよい

かと迷います 

・ グループワークのための机の配置でしたが、座る向きから、講演を聞きづらかったです。 

・ グループワークで他、施設の方と情報交換することができとても良かった。 

 

 

 

 



9. 企業展示 

主催 ： 埼玉手術室情報交換会  

共催 ： エム・シー・メディカル株式会社  

株式会社ホギメディカル  

協賛 ： 株式会社リブドゥコーポレーション、 

ミズホ株式会社 

エー・エム・プロダクツ株式会社  

東レ・メディカル株式会社 

メドライン・ジャパン合同会社 

スミス・アンド・ネフュー株式会社  

ゲティンゲグループ 

ジャパン株式会社  

後援 ： 日本手術看護学会関東甲信越地主催：埼玉手術室情報交換会 

 

 


